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係
属
中
に
申
請
者
が
死
亡
し
た
場
合
に

は
、
当
該
訴
訟
は
当
該
申
請
者
の
死
亡

に
よ
り
当
然
に
終
了
す
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
相
続
人
が
こ
れ
を
承
継
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
審
判
決
は
違
法

な
も
の
で
あ
る
が
、
原
審
判
決
に
お
け

る
仮
定
的
な
本
案
の
判
断
に
お
い
て
、

被
爆
者
援
護
法
第
１
条
第
３
号
に
該
当

し
な
い
と
し
た
こ
と
は
是
認
で
き
、
当

該
控
訴
を
棄
却
し
た
原
審
判
断
は
結
論

に
お
い
て
是
認
で
き
る
か
ら
、
本
件
上

告
を
棄
却
す
る
。

【
関
連
法
規
】	

被
爆
者
に
対
す
る
援
護

に
関
す
る
法
律
第
１
条

第
３
号
、
同
法
第
２
条

第
１
項
・
第
３
項
、
同
法

第
27
条
、
同
法
第
49
条
、

同
法
施
行
令
第
１
条

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
主
文
第
２
項
、
第
７
項
及

び
第
８
項
の
う
ち
被
爆
者
健
康
手
帳

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

被
爆
者
健
康
手
帳
交
付
等
請

求
事
件

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷　

平
成
29
年

12
月
18
日
判
決　

平
成
28
年
（
行
ヒ
）

第
４
０
４
号
の
１　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

一
部
破
棄
、
上
告
棄
却
、
行
政
勝
訴　

原
審　

福
岡
高
等
裁
判
所　

平
成
28
年

５
月
23
日
判
決　

平
成
24
年
（
行
コ
）

第
29
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

一
審　

長
崎
地
方
裁
判
所　

平
成
24
年

６
月
25
日
判
決　

平
成
19
年
（
行
ウ
）

第
15
号　

訟
務
月
報
59
巻
12
号

３
０
７
８
頁
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
要
旨
）

被
爆
者
援
護
法
に
基
づ
く
被
爆
者
健

康
手
帳
の
交
付
及
び
健
康
管
理
手
当
の

認
定
申
請
に
対
す
る
却
下
処
分
の
取
消

し
並
び
に
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
の

義
務
付
け
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い
て
、

訴
訟
係
属
中
に
死
亡
し
た
被
相
続
人
の

一
身
専
属
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
却
下
し
た
原
審
判
決
に
対
し
、
一

身
専
属
的
な
も
の
で
は
な
く
、
訴
訟
の

交
付
義
務
付
け
の
訴
え
に
関
す
る
部

分
を
破
棄
し
、
同
部
分
に
つ
き
、
別

紙
相
続
人
目
録
１
及
び
２
の
各
「
上

告
人
」
欄
記
載
の
上
告
人
ら
の
控
訴

を
棄
却
す
る
。

２　

上
告
人
ら
の
そ
の
余
の
上
告
を
棄

却
す
る
。

３　

別
紙
相
続
人
目
録
１
の「
上
告
人
」

欄
記
載
の
上
告
人
ら
と
被
上
告
人
ら

と
の
間
に
生
じ
た
控
訴
費
用
及
び
上

告
費
用
、
同
目
録
２
の
「
上
告
人
」

欄
記
載
の
上
告
人
ら
と
被
上
告
人
ら

と
の
間
に
生
じ
た
訴
訟
の
総
費
用
、

並
び
に
そ
の
余
の
上
告
人
ら
と
被
上

告
人
ら
と
の
間
に
生
じ
た
上
告
費
用

は
上
告
人
ら
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
龍
田
紘
一
朗
ほ
か
の
上

告
受
理
申
立
て
理
由
（
た
だ
し
、
排
除

さ
れ
た
部
分
を
除
く
。）
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
長
崎
市
に
投
下
さ
れ

た
原
子
爆
弾
（
以
下
「
長
崎
原
爆
」
と

い
う
。）
に
被
爆
し
た
と
す
る
別
紙
申

請
者
目
録
記
載
の
者
（
以
下
「
本
件
申

請
者
ら
」
と
い
う
。）
が
、
原
子
爆
弾

被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
被
爆
者
援
護
法
」
と
い
う
。）
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県
知
事
は
、
申
請
者
が
同
法
１
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
そ
の
者
に
被
爆
者
健
康
手
帳
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
旨
を
、
そ
れ
ぞ

れ
定
め
て
い
る
。

（
２
）
被
爆
者
援
護
法
27
条
１
項
は
、

都
道
府
県
知
事
は
、被
爆
者
で
あ
っ
て
、

造
血
機
能
障
害
、
肝
臓
機
能
障
害
そ
の

他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
を

伴
う
疾
病
（
原
子
爆
弾
の
放
射
能
の
影

響
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
も
の
を
除
く
。）
に
か
か
っ
て

い
る
も
の
に
対
し
、
そ
の
者
が
医
療
特

別
手
当
等
の
支
給
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
き
、
健
康
管
理
手
当
を
支
給
す
る

旨
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
条
２
項

は
、
同
条
１
項
に
規
定
す
る
者
が
同
手

当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
同
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
す

る
こ
と
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
の
認

定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
、

同
条
３
項
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
上

記
認
定
を
行
う
場
合
に
は
、
併
せ
て
当

該
疾
病
が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ
る
期

間
を
定
め
る
も
の
と
す
る
旨
を
、
同
条

４
項
は
、
同
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し

て
一
律
の
金
額
を
支
給
す
る
旨
を
、
同

条
５
項
は
、
同
手
当
の
支
給
は
、
上
記

認
定
を
受
け
た
者
が
上
記
認
定
の
申
請

を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始

め
、
そ
の
日
か
ら
起
算
し
て
そ
の
者
に

つ
き
上
記
期
間
が
満
了
す
る
日
（
そ
の

期
間
が
満
了
す
る
日
前
に
上
記
要
件
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
）
の

属
す
る
月
で
終
わ
る
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ

定
め
て
い
る
。

３　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
申
請
者
ら
は
、
長
崎
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
際
及
び
そ
の
後
相
当

期
間
、
当
時
の
長
崎
市
の
区
域
外
で

あ
っ
て
、
爆
心
地
か
ら
７
・
５
㎞
以
上

12
㎞
以
下
の
範
囲
内
の
地
域（
以
下「
本

件
地
域
」
と
い
う
。）
に
在
っ
た
者
で

あ
る
。
な
お
、
本
件
地
域
は
、
被
爆
者

援
護
法
施
行
令
別
表
第
１
に
掲
げ
る
区

域
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
本
件
申
請
者
ら
は
、
平
成
22

年
６
月
15
日
ま
で
に
長
崎
市
長
又
は
長

崎
県
知
事
に
対
し
て
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
及
び
健
康
管
理
手
当
の
認
定
の

各
申
請
を
し
た
が
、
同
月
25
日
ま
で
に

こ
れ
ら
を
却
下
す
る
旨
の
本
件
各
処
分

こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
区
域
内
に
在
っ
た

者
を
、
同
条
２
号
は
、
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
時
か
ら
起
算
し
て
政
令
で
定

め
る
期
間
内
に
同
条
１
号
に
規
定
す
る

区
域
の
う
ち
で
政
令
で
定
め
る
区
域
内

に
在
っ
た
者
を
、
同
条
３
号
は
、
同
条

１
号
及
び
２
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
際
又
は
そ
の

後
に
お
い
て
、
身
体
に
原
子
爆
弾
の
放

射
能
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
な
事
情
の

下
に
あ
っ
た
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
て

い
る
。
な
お
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対

す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以

下「
被
爆
者
援
護
法
施
行
令
」と
い
う
。）

１
条
１
項
は
、
同
法
１
条
１
号
の
政
令

で
定
め
る
区
域
は
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
当
時
の
同
施
行
令
別
表
第
１
に
掲

げ
る
区
域
と
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
同
法
２
条
１
項
は
、
被
爆
者

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
そ
の
居
住
地
等
の
都
道
府
県
知

事
（
同
法
49
条
に
よ
り
、
長
崎
市
に
つ

い
て
は
長
崎
市
長
。
以
下
同
じ
。）
に

申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
、
同

法
２
条
３
項
（
平
成
20
年
法
律
第
78
号

に
よ
る
改
正
前
は
同
条
２
項
）
は
、
同

条
１
項
に
よ
る
申
請
を
受
け
た
都
道
府

に
基
づ
き
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
及

び
健
康
管
理
手
当
の
認
定
の
各
申
請
を

し
た
と
こ
ろ
、
長
崎
市
長
又
は
長
崎
県

知
事
か
ら
こ
れ
ら
を
却
下
す
る
旨
の
処

分
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
本
件
各
交
付

申
請
却
下
処
分
」、「
本
件
各
認
定
申
請

却
下
処
分
」
と
い
い
、
こ
れ
ら
を
併
せ

て
「
本
件
各
処
分
」
と
い
う
。）
を
受

け
た
た
め
、
本
件
申
請
者
ら
は
同
法
１

条
３
号
所
定
の
被
爆
者
の
要
件
を
満
た

す
な
ど
と
主
張
し
て
、
本
件
各
処
分
の

取
消
し
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
の

義
務
付
け
等
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

本
件
申
請
者
ら
の
う
ち
本
件
訴
訟
の
原

審
口
頭
弁
論
終
結
前
に
死
亡
し
た
者
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
続
人
が
相
続

に
よ
り
本
件
訴
訟
に
お
け
る
当
該
者
の

地
位
を
承
継
し
た
と
主
張
し
て
、
訴
訟

承
継
の
申
立
て
を
し
た
。

２
（
１
）
被
爆
者
援
護
法
は
、
同
法

１
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

で
あ
っ
て
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
も
の
を
被
爆
者
と
し
て
、
同

法
に
よ
る
援
護
の
対
象
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
、
同
条
１
号
は
、
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
際
当
時
の
広
島
市
若
し
く
は

長
崎
市
の
区
域
内
又
は
政
令
で
定
め
る



自治体法務研究 2018・春◆ 122

を
受
け
た
。

（
３
）
本
件
申
請
者
ら
の
う
ち
、
別

紙
申
請
者
目
録
２
記
載
の
者
並
び
に
別

紙
相
続
人
目
録
１
及
び
２
の
各
「
被
相

続
人
」
欄
記
載
の
者
は
、
本
件
各
処
分

の
取
消
し
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付

の
義
務
付
け
等
を
求
め
、
同
目
録
３
の

「
被
相
続
人
」
欄
記
載
の
者
は
、
本
件

各
処
分
の
取
消
し
等
を
求
め
て
本
件
訴

訟
を
提
起
し
た
が
、
同
目
録
１
～
３
の

各
「
被
相
続
人
」
欄
記
載
の
者
（
以
下

「
本
件
被
相
続
人
ら
」
と
い
う
。）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
審
口
頭
弁
論
終
結
前
で
あ

る
「
死
亡
日
」
欄
記
載
の
日
に
死
亡
し
、

「
上
告
人
」
欄
記
載
の
上
告
人
ら
（
以

下
「
本
件
相
続
人
ら
」
と
い
う
。）
が

こ
れ
を
相
続
し
た
。
そ
こ
で
、
本
件
相

続
人
ら
は
、
当
該
相
続
に
よ
り
本
件
訴

訟
に
お
け
る
本
件
被
相
続
人
ら
の
地
位

を
承
継
し
た
と
主
張
し
て
、
訴
訟
承
継

の
申
立
て
を
し
た
。

４　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
で
、
本
件
被
相
続
人
ら
に
係
る
本
件

各
処
分
の
取
消
し
及
び
被
爆
者
健
康
手

帳
交
付
義
務
付
け
の
訴
え
に
つ
い
て
、

要
旨
次
の
と
お
り
判
断
し
た
。

本
件
各
処
分
の
取
消
し
に
よって
回
復

爆
弾
の
投
下
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
放

射
能
に
起
因
す
る
健
康
被
害
が
他
の
戦

争
被
害
と
は
異
な
る
特
殊
の
被
害
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
被
爆
者
援
護

法
は
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
の
戦
争
被
害

に
つ
い
て
戦
争
遂
行
主
体
で
あ
っ
た
国

が
自
ら
の
責
任
に
よ
り
そ
の
救
済
を
図

る
と
い
う
一
面
を
も
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
点
で
は
実
質
的
に
国
家
補
償

的
配
慮
が
制
度
の
根
底
に
あ
る
こ
と
は

否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
健
康
管
理

手
当
は
、
原
子
爆
弾
の
放
射
能
の
影
響

に
よ
る
造
血
機
能
障
害
等
の
障
害
に
苦

し
み
続
け
、
不
安
の
中
で
生
活
し
て
い

る
被
爆
者
に
対
し
、
毎
月
定
額
の
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
健
康

及
び
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ（
同
法
前
文
、

27
条
参
照
）、
同
条
は
、
そ
の
受
給
権

に
関
し
、
被
爆
者
で
あ
っ
て
、
所
定
の

疾
病
に
罹
患
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
同
条
２
項
所
定
の
都
道
府
県
知
事

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

該
認
定
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
か
ら
一
定
額
の
金
銭
を
受
給
す

す
べ
き
法
律
上
の
利
益
及
び
被
爆
者
健

康
手
帳
の
交
付
の
義
務
付
け
を
求
め
る

法
律
上
の
利
益
は
、
本
件
申
請
者
ら
が

被
爆
者
援
護
法
上
の
被
爆
者
と
し
て
同

法
に
よ
る
援
護
（
健
康
管
理
手
当
の
支

給
を
含
む
。）
を
受
け
る
地
位
で
あ
る
と

こ
ろ
、
同
法
に
よ
る
援
護
を
受
け
る
地
位

は
被
爆
者
に
固
有
の
も
の
で
あ
り
、一身

専
属
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
か

ら
、
本
件
相
続
人
ら
が
本
件
被
相
続
人

ら
の
相
続
人
と
し
て
こ
れ
を
承
継
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
本
件
被
相
続
人
ら
が
本

件
各
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
及

び
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
の
義
務
付

け
を
求
め
る
訴
訟
は
、
本
件
被
相
続
人

ら
の
死
亡
に
よ
り
当
然
に
終
了
す
る
。

５　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
被
爆
者
援
護
法
は
、
被
爆
者

の
健
康
面
に
着
目
し
て
公
費
に
よ
り
必

要
な
医
療
の
給
付
を
す
る
こ
と
を
中
心

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
か
ら

み
る
と
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
法
と
し

て
の
他
の
公
的
医
療
給
付
立
法
と
同
様

の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
の
、
他
方
で
、
原
子

る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
規
定
に
照
ら
す
と
、
同
手

当
に
係
る
受
給
権
は
、
所
定
の
各
要
件

を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
具

体
的
給
付
を
求
め
る
権
利
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
同
法
の
性
格
や
健
康

管
理
手
当
の
目
的
及
び
内
容
に
鑑
み
る

と
、
同
条
に
基
づ
く
認
定
の
申
請
が
さ

れ
た
健
康
管
理
手
当
の
受
給
権
は
、
当

該
申
請
を
し
た
者
の
一
身
に
専
属
す
る

権
利
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
相
続
の

対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
爆

者
健
康
手
帳
交
付
申
請
及
び
健
康
管
理

手
当
認
定
申
請
の
各
却
下
処
分
の
取
消

し
を
求
め
る
訴
訟
並
び
に
同
取
消
し
に

加
え
て
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
の
義

務
付
け
を
求
め
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
訴

訟
の
係
属
中
に
申
請
者
が
死
亡
し
た
場

合
に
は
、
当
該
訴
訟
は
当
該
申
請
者
の

死
亡
に
よ
り
当
然
に
終
了
す
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
相
続
人
が
こ
れ
を
承
継

す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
２
）
こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る

と
、
本
件
被
相
続
人
ら
は
、
生
前
に
被

爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
及
び
健
康
管
理

手
当
の
認
定
の
各
申
請
を
し
た
も
の
で
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あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
別
紙
相
続
人

目
録
１
及
び
２
記
載
の
者
は
、
こ
れ
ら

を
却
下
す
る
旨
の
処
分
の
取
消
し
及
び

被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
の
義
務
付
け

を
求
め
る
訴
訟
の
係
属
中
に
、
同
目
録

３
記
載
の
者
は
、
上
記
取
消
し
を
求
め

る
訴
訟
の
係
属
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
死
亡

し
た
こ
と
は
前
記
３
（
３
）
の
と
お
り

で
あ
る
か
ら
、
本
件
被
相
続
人
ら
を
そ

れ
ぞ
れ
相
続
し
た
本
件
相
続
人
ら
に
お

い
て
、
上
記
の
各
訴
訟
を
承
継
す
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

６　

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
判
決
中
、

本
件
被
相
続
人
ら
に
係
る
本
件
各
処
分

の
取
消
し
及
び
被
爆
者
健
康
手
帳
交
付

義
務
付
け
の
訴
え
に
関
す
る
部
分
に
は
、

法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ

る
。
論
旨
は
こ
の
限
度
で
理
由
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
原
審
は
、
本
件
被
相
続

人
ら
に
係
る
本
件
各
処
分
の
取
消
請
求

に
つ
き
、仮
定
的
な
本
案
の
判
断
を
し
、

原
審
口
頭
弁
論
終
結
時
に
お
け
る
科
学

的
知
見
に
よ
れ
ば
、
長
崎
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
際
爆
心
地
か
ら
約
５
㎞
ま
で
の

範
囲
内
の
地
域
に
存
在
し
な
か
っ
た
者

は
、
そ
の
際
に
一
定
の
場
所
に
存
在
し

た
こ
と
に
よ
り
直
ち
に
原
爆
の
放
射
線

を
し
た
第
１
審
判
決
に
は
上
記
の
と
お

り
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が

あ
る
が
、
当
該
訴
え
に
つ
い
て
の
控
訴

は
不
利
益
変
更
禁
止
の
原
則
に
よ
り
こ

れ
を
棄
却
す
る
に
と
ど
め
る
ほ
か
な
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
控
訴
を
棄
却

し
た
原
審
の
判
断
は
結
論
に
お
い
て
是

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
う
す
る
と
、

同
目
録
１
～
３
の
各
「
上
告
人
」
欄
記

載
の
上
告
人
ら
の
上
記
取
消
請
求
に
係

る
上
告
は
、こ
れ
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
に
よ
れ
ば
、
同
目
録
１

及
び
２
の
各
「
上
告
人
」
欄
記
載
の
上

告
人
ら
に
よ
る
被
爆
者
健
康
手
帳
交
付

義
務
付
け
の
訴
え
に
つ
き
訴
訟
終
了
宣

言
を
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、
判
決
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法
令

の
違
反
が
あ
り
、
原
判
決
中
当
該
訴
え

に
関
す
る
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。

そ
し
て
、
当
該
訴
え
は
行
政
事
件
訴
訟

法
37
条
の
３
第
１
項
２
号
所
定
の
訴
訟

要
件
を
欠
く
不
適
法
な
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
却
下
し
た
第
１
審
判
決
は
相
当

で
あ
る
か
ら
、
当
該
訴
え
に
関
す
る
部

分
に
つ
き
、
上
記
上
告
人
ら
の
控
訴
を

棄
却
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
当
該
訴

え
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
と
お
り
不
適

法
で
そ
の
不
備
を
補
正
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
口
頭
弁
論

を
経
な
い
で
判
決
を
す
る
こ
と
と
す
る

（
最
高
裁
平
成
13
年
（
行
ツ
）
第
２
０
５

号
、
同
年
（
行
ヒ
）
第
２
０
２
号
同
14

年
12
月
17
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
裁
判

集
民
事
２
０
８
号
５
８
１
頁
参
照
）。

な
お
、
被
爆
者
の
地
位
確
認
請
求
及

び
健
康
管
理
手
当
請
求
に
係
る
上
告
に

つ
い
て
は
理
由
が
な
く
、
ま
た
、
そ
の

余
の
請
求
に
関
す
る
上
告
に
つ
い
て
は

上
告
受
理
申
立
て
理
由
が
上
告
受
理
の

決
定
に
お
い
て
排
除
さ
れ
、
又
は
以
上

に
述
べ
た
こ
と
か
ら
所
論
に
理
由
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
棄
却

す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
って
、
裁
判
官
全
員
一致
の
意
見
で
、

主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
な
お
、
裁

判
官
木
澤
克
之
の
補
足
意
見
が
あ
る
。

裁
判
官
木
澤
克
之
の
補
足
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

被
爆
者
援
護
法
に
基
づ
く
健
康
管
理

手
当
の
受
給
権
の
法
的
性
質
に
つ
い

て
、
若
干
の
意
見
の
補
足
を
し
た
い
。

１　

原
判
決
は
、
被
爆
者
援
護
法
に

よ
る
援
護
の
根
底
に
国
家
補
償
的
配
慮

が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
同

に
よ
り
健
康
被
害
を
生
ず
る
可
能
性
が

あ
る
事
情
の
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
上
、
本
件
申
請
者
ら
に
長

崎
原
爆
の
投
下
後
、
原
爆
の
放
射
線
に

よ
る
急
性
症
状
が
あ
っ
た
と
推
認
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
申
請
者
ら
の
被

爆
者
援
護
法
１
条
３
号
該
当
性
に
関
す

る
上
告
人
ら
の
主
張
に
は
理
由
が
あ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
判
断
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
本
件
記
録
に
現
れ
た
証

拠
関
係
等
に
照
ら
せ
ば
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
件

被
相
続
人
ら
に
係
る
本
件
各
処
分
の
取

消
請
求
は
理
由
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
請
求
は
棄

却
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
の
う
ち
別
紙
相
続
人
目
録
１
及
び
２

の
各
「
上
告
人
」
欄
記
載
の
上
告
人
ら

の
請
求
に
つ
い
て
、
当
該
請
求
に
係
る

訴
え
に
つ
き
訴
訟
終
了
宣
言
を
し
た
原

判
決
に
は
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た

違
法
が
あ
る
が
、
同
違
法
は
不
利
益
変

更
禁
止
の
原
則
に
よ
り
結
論
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
し
、
同
目
録
３

の
「
上
告
人
」
欄
記
載
の
上
告
人
ら
の

上
記
取
消
請
求
に
つ
い
て
は
、
当
該
請

求
に
係
る
訴
え
に
つ
き
訴
訟
終
了
宣
言
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か
ら
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な
同
法
施

行
規
則
の
定
め
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
認
定
申
請
が
さ
れ
た
同
手
当
に
係

る
受
給
権
ま
で
も
が
一
身
専
属
的
な
も

の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

一
口
に
社
会
保
障
的
性
格
を
有

す
る
給
付
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ

を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
法
律
の
目
的

や
立
法
の
経
緯
、
給
付
の
性
質
、
具
体

的
な
給
付
規
定
の
在
り
方
、
受
給
権
が

相
続
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
法
の
趣

旨
、
目
的
に
沿
う
か
否
か
等
を
み
な
け

れ
ば
、
そ
の
給
付
に
係
る
受
給
権
が
一

身
専
属
的
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
被
爆
者
援
護
法

に
基
づ
く
健
康
管
理
手
当
の
よ
う
に
、

制
度
の
根
底
に
特
殊
な
被
害
に
対
す
る

国
家
補
償
的
配
慮
が
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
生
ず
る
定
額
の
金
銭
的
給

付
で
あ
っ
て
、
被
爆
者
の
生
活
を
経
済

的
に
援
護
す
る
趣
旨
を
含
む
給
付
に
つ

い
て
は
、
相
続
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。

こ
の
点
、
健
康
管
理
手
当
は
、
被
爆

射
能
に
起
因
す
る
健
康
被
害
の
上
記
の

よ
う
な
特
異
性
及
び
重
大
性
に
鑑
み
、

そ
の
放
射
能
の
影
響
に
よ
る
造
血
機
能

障
害
等
の
障
害
に
苦
し
み
続
け
、
不
安

の
中
で
生
活
し
て
い
る
被
爆
者
に
対
し
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
律
定
額
の
金
銭
的
給
付
を
す
る
旨
が

定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同

手
当
に
係
る
受
給
権
が
財
産
的
価
値
を

有
す
る
権
利
性
を
帯
び
た
も
の
と
し
て

規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
難
い
。

加
え
て
、
同
法
は
、
同
手
当
に
係
る

受
給
権
の
譲
渡
や
差
押
え
を
禁
止
し
て

い
る
も
の
の
（
44
条
、
45
条
）、
同
手

当
の
認
定
申
請
に
よ
っ
て
具
体
的
に
計

算
可
能
と
な
っ
た
受
給
権
を
相
続
人
が

相
続
し
、
同
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
同
法
の
趣
旨
、
目
的
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
８
条
は
、

被
爆
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
被
爆
者
健

康
手
帳
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

旨
を
規
定
し
て
い
る
が
、
同
手
当
に
係

る
受
給
権
が
上
記
の
よ
う
に
一
定
の
要

件
を
備
え
る
こ
と
で
具
体
的
に
発
生
す

る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

者
援
護
法
が
制
定
さ
れ
る
前
に
お
い
て

は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
被
爆
者
に
対
し
て
支

給
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
、
同
法
の
下
に
お
い
て
は
同
法
施
行

令
に
よ
っ
て
一
定
の
所
得
制
限
が
さ
れ

て
い
た
が
、
段
階
的
に
所
得
制
限
の
基

準
が
緩
和
さ
れ
、
被
爆
者
援
護
法
の
制

定
に
伴
い
、
所
得
制
限
は
完
全
に
撤
廃

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

経
過
や
現
行
法
の
規
定
に
照
ら
す
と
、

同
手
当
に
係
る
受
給
権
が
被
爆
者
の
一

身
専
属
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
現
行
法
に
お
い
て
は
よ
り
明

確
に
な
っ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

３　

そ
う
す
る
と
、
被
爆
者
援
護
法

の
主
た
る
性
格
が
被
爆
者
の
健
康
面
に

着
目
し
て
公
費
に
よ
り
必
要
な
医
療
の

給
付
を
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
社
会

保
障
法
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

は
、
以
上
の
判
断
を
左
右
す
る
に
足
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

木
澤
克
之　

裁

判
官　

池
上
政
幸　

裁
判
官　

大
谷
直

人　

裁
判
官　

小
池　

裕　

裁
判
官　

山
口　

厚
）

法
の
主
た
る
性
格
が
被
爆
者
の
健
康
面

に
着
目
し
て
公
費
に
よ
り
必
要
な
医
療

の
給
付
を
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
社

会
保
障
法
で
あ
る
と
し
、
被
爆
者
援
護

法
に
基
づ
く
健
康
管
理
手
当
の
受
給
権

は
一
身
専
属
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
同
法
は
、
原
子
爆
弾
と
い

う
比
類
の
な
い
破
壊
兵
器
の
投
下
の
結

果
と
し
て
生
じ
た
放
射
能
に
起
因
す
る

健
康
上
の
障
害
が
か
つ
て
例
を
み
な
い

特
異
か
つ
深
刻
な
も
の
で
あ
る
こ
と
と

並
ん
で
、
か
か
る
障
害
が
遡
れ
ば
戦
争

と
い
う
国
の
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
被
爆
者
の

多
く
が
生
涯
癒
や
す
こ
と
の
で
き
な
い

傷
跡
と
後
遺
症
を
残
し
、
今
な
お
生
活

上
一
般
の
戦
争
被
害
者
よ
り
も
不
安
定

な
状
態
に
お
か
れ
、
苦
し
ん
で
い
る
こ
と

に
鑑
み
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
特
異
か
つ
重
大
な
戦
争
被

害
に
つ
い
て
戦
争
遂
行
主
体
で
あ
っ
た

国
が
自
ら
の
責
任
に
よ
り
そ
の
救
済
を

図
る
と
い
う
一
面
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
ま
さ
に
そ
の
点
か
ら
実
質
的
に
国

家
補
償
的
配
慮
が
同
法
の
制
度
の
根
底

に
あ
る
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
健
康
管
理
手
当
に
つ
い
て
は
、
放


